
改善方策
１０月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
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イ ロ ハ

○教職員アンケート「学習規律を守る児童を育
成している」 90% 90% 100% 111%

○授業研事後検討アンケート
「『問い』『対話』の設定により，児童が主体的に
学んでいたか」

80% 100% 100% 125%

○学力調査の結果，1０学級１３教科（国語，算
数，理科）全国平均以上

８/13教科
13/13
教科

109%

○単元末テストの結果（国語，算数）85点以上 80％ 64% 68% 85%

〇児童アンケート
「生活のきまりやルールを守って生活している」
「５つの柱を守っている」

平均８０％ 96% 96% 120%

教職員アンケート
「特別活動を通して，児童の人間関係形成能力
を育成しようとしている」

80% 85% 97% 121%

○ＱＵの結果，第１次支援の児童の割合 80% 75% 81% 101%

○児童アンケート
「沼田東の地域や社会にどんなことができるか
考えている」

70% 86% 87% 124%

○児童アンケート
「体を動かしたり運動をしたりすることは好きだ」 80％ 89% 93% 116%

○児童アンケート「体育の授業は楽しく体を動か
している」 80％ 95% 93% 116%

○体育の授業におけるACPの実施 100％ 100% 100% 100%

○教職員アンケート
「学校目標の達成に向け協働し，教育し教育活
動を行っている」「自己の職務について，自己の
責任として遂行している」

平均９０％ 98% 100% 111% A

12月に行った教職員アンケートの結果、「学校目標の達成に向け
協働し，教育し教育活動を行っている」・「自己の職務について，
自己の責任として遂行している」がともに100%だった。教職員の肯
定的評価が目標値を上回った。暮会を週2回、部会、学年主任会
を月1回実施することで、学校の課題に全職員ですばやく対応す
ることができたことも要因と考えられる。

・引き続き、暮会を活用して、教職員全員で取り組むことを周知し、方向
性を統一した取組をしていく。
・悩み相談会を定期的に実施することで、若手職員の悩みを聞く機会を
設定し、積極的にアドバイスをする。
・引き続き、学年主任会を活用して、学年間でズレがないかどうかを全員
で確認する機会を設定する。

○教職員アンケート「主任として部を主体的に運
営する」（主任のみ） 90％ 100% 100% 111% A

各部会、学年主任会を1か月に1回行うことで、それぞれの仕事が
明確になり、効率的に実施できた。また、主任一人が仕事を抱え
込むのではなく、部で役割分担をすることができたので、全員で取
り組む体制を作ることができた。

・引き続き、各部会や学年主任会を月１回行い、主任を中心に全員で取
り組む。
・新たな計画をするときは、各部会で案を練った上で、経営会議で協議す
る。
・行事等の精選を行い、本当に必要なものなのかを部会等で協議し、見
直し、改善できるようにする。

○全教職員が，時間外勤務時間，月平均４５時
間達成 ９５％ 100% 95% 100% A

入校と退校の目標時間を設定し、守る声掛けを行った。平均する
と時間外勤務月４５時間以内にすることができた教職員は９５％
であった。仕事の精選を行ったり、優先順位を考えて仕事を行っ
たり、時間の使い方を工夫したりする姿が見られた。また、SSS
（学校サポート事務）をうまく活用し、自分の仕事ができる時間を
捻出することができるようになってきた。

・木曜日の全校５校時授業の放課後には、会議や作業等を入れず、教職
員の事務作業や教材研究を行うことのできる時間を確保する。
・準学校衛生委員会等で、教職員の意見を吸い上げ、改善できるところ
は改善していく。
・行事等PDCAを行い、行事の準備や練習に時間をかけず成果が出せる
ものを検討し、実行していく。

〇業務改善を推進したり，業務改善の視点で学
校行事等を見直そうとしたりしている。 ９０％ 95% 100% 105% A

準学校衛生委員会や各部で話し合った内容か
ら，改善できるところは改善を行った。その結果，
肯定的に評価した教職員は１００％であった。し
かし、発表参観日等の行事を行う際に、業務改
善の観点でそろえようとしたところがその意図か
らずれてしまう面が見られた。

・引き続き，準学校衛生委員会や各部会で出てきた教職員の意
見を吸い上げ，業務改善につなげていく。成績処理の忙しい時期
には放課後の時間が確保できるよう５校時授業を効果的に取り
入れる。
・学年主任会等を活用し、行事等の足並みを各学年でそろえる意
識を高め、教職員同士で情報交換しながら進める風土を作る。

【自己評価　評価】
A：１００≦（目標達成）    　　 Ｂ：８０≦（ほぼ達成）<１００
Ｃ：６０≦（もう少し）<８０　　　Ｄ：（できていない）<６０
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○全職員が時間外在校時間，平均月45時間
未満を達成
○ボトムアップによる業務改善案の提案

働き方改革に
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時間の確保

50%

○教職員アンケート「規範意識を身に付られるよ
うに指導している」 80%
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95%

授業力の向上

基礎学力の
定着

○「学力分析事業」を活用し，学力調査の結
果を取り入れた授業改善の実施
○朝学習の時間の活用
〇水曜日６校時活用による学力調査４０p以下
児童への対応

　　令和５年度　　学校評価表　（最終）

a　学校教育目標

評価計画 自己評価

　三原市立沼田東小学校（校番１２）

学校関係者評価

【ミッション】　自分を愛し，夢を語る児童の実現
【ビジョン】　　「夢や目標の達成に向け，ともに伸びる子供の育成」
＜めざす学校像＞協働し「ともに伸びる」という教育風土のある学校
＜めざす子ども像＞「共感的なかかわり合いを通して，「ともに伸びよう」とする子供」
＜めざす教職員像＞「『ともに伸びよう』とする児童の育成に向け，協働，切磋琢磨する教職員」

　夢や目標に向かって，ともに伸びる子供の育成

・児童が地域のためにという意識が高まってい
ないので、意識を高めるために、地域に出てき
てほしい。やってほしいことがあったら、できる
限りの努力をする。

〇

・夏場は暑すぎた。子供たちは、よく外に出て遊
んでいる。遊びを通して体力をつけるというのが
よい。
・すばらしいと思う。
・マラソン大会、大縄跳び、大谷グローブを使う
など、体をよく動かしている。

〇

イ：自己評価は適正である。
ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

・スマイル班活動（縦割り班活動）では、毎日の掃除だけで
なく、月に１回のスマイル班遊びを行うことで、共感的な人
間関係の育成の一部を担うことができた。
10月に行ったQUアンケートの結果，各学級の１次支援の
児童の割合は，増加した。（９/11学級）
また学級満足群の数値が向上した学級も増加した。（5/11
学級）
全体的に親和性のある学級集団の中で，安心して学校生
活をおくる児童が多い。しかし、不安を抱えている児童もい
ることを念頭に置き、自己肯定感を高めていける取り組み
を考えていく必要がある。

・スマイル班活動（縦割り班活動）では、高学年は低学年の見本
に、低学年は高学年へのあこがれが持てるように、各委員会や
５・６年生を中心とした活動に積極的に取り組んでいく。また職員
もチーム沼田東として「みんなで支え合い、みんなで育てる」とい
う意識のもと、全児童に積極的に関わっていく。
・QUアンケートの結果を職員で協働的に分析し、効果的な取り組
みを交流する場を設定していく。
・総合的な学習の時間や生活科の学習を充実させるために、人
材バンクを活用したり、地域に貢献できる活動を取り入れたりす
る。

〇

12月に行った児童アンケートの結果、「体を動かしたり運動
したりすることは好きだ」「体育の授業は楽しく体を動かして
いる」がともに目標を達成できていた。一学期に引き続き、
体育科の授業においてICTを活用したり、ゲーム性のある
運動を取り入れたりすることで楽しく活動できたものと考え
る。
「休憩時間は、外に出て楽しく体を動かしている」は一学期
の肯定的評価が62％であったが、１２月に行った児童アン
ケートでは８３％であった。過ごしやすい季節となったこと、
学級全体で外遊びの計画を立て、実行した学級が増えたこ
と等が数値が上がった要因と考えられる。

・引き続きゲーム性のある運動を取り入れることで、楽しく活動できるよう
にする。
・基礎的で簡単な動きに取り組ませたり、自分の力に合わせた場を選択
したり、場の設定を工夫したりすることで、できる喜びを味わわせるように
する。
・自分自身で目標を立てさせたり、その目標に向かって学習内容を決定
させたりすることで、個々の目標に向かって意欲的に学習に取り組める
ようにする。
・ICT機器を効果的に活用し、動画を撮影したり動きのコツを調べたりす
ることで、課題発見や互いに関わり合うことに繋げていける体育科の授
業を行う。
・体力テストで課題のある項目(筋力アップ)に特化したACPや体つくりの
運動を、職員研修で紹介し、学校全体で取り組んでいく。
・生活目標として掲げることで外遊びを意識させたり、縄跳びカードを活
用したりして外遊びを奨励し、体力向上を目指していく。

・随分、よくなった。木曜日の５校時授業は、６時
間目に作業などの時間に使えるのでよい。
・クロームブックで作成したファイルを使いまわ
せるようにするとよい。
・すばらしい。教員は研究と修養を行わなけれ
ばならないが、学んでいきたいという気持ちを高
めるのが難しいろころがある。
・PTA行事など、先生にも手伝ってもらいたいし
先生を引き出したいという思いはあるが、難しい
ということを痛感した。

〇

・学習規律について、現状や改善策等を暮会で確認
し、学校全体として取り組んでいく。学習の準備物にお
いては、朝の会や授業の始めに点検し、児童に意識
づけるとともに確実にそろえるようにしていく。
・研究授業だけでなく、普段からお互いの授業を見
合ったり相談したりする時間を確保することで、授業力
の向上に努める。

A

〇

〇

教職員アンケート、授業研事後検討アンケート、
児童アンケートは、どの項目も目標値を達成する
ことができた。特に、児童アンケートでは、「自分
の考えを書いている」と答えた児童が93%と高く、
授業の中で、見通しや個人思考の時間の充実を
図ったことが結果につながっている。
学習規律においては、学習の準備物（下敷き・
削った鉛筆等）がそろっていない現状も一部見ら
れた。

○ＱＵの結果の活用による，特別活動（学校
全体，学級会活動）の効果的な活用
○総合的な学習の時間，生活科の時間を中
心に，地域や社会がよくなるために自分がす
べきことを考える時間を設ける。

・児童会役員が毎月の目標を５つの柱から設定したり、各学級の代表が
集う代表委員会で学校の課題に即した目標設定を行ったりし、達成する
ための企画を考案することで、学級で協力して達成しようという意欲をも
たせる。
・児童会役員が中心となり、全校が集まっての児童朝会を継続して実施
し、目標を達成した学級を紹介することで、結果をフィードバックできるよ
うにする。また、目標達成には至らなくとも児童朝会の様子で５つの柱に
関する視点で良かったクラスを評価していく。
・昨年度は高学年児童が、きまりの見直しを行ったが、今年度は全校児
童が参画できる仕組みができたのでこれを継続していく。
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○沼田東小５つの柱（「靴揃え」「挨拶」「時間
厳守」
 「右側歩行」「黙って掃除」）を守る
○児童会，委員会活動による規範意識の向
上の取組
○生徒指導規程の定期的な見直し

規範意識の
育成

95% 118%

生涯にわたっ
て運動しよう
とする態度の

育成

○休憩時間の外遊びの奨励
○楽しく，運動量がある体育科の授業
○体力テストの課題「握力」「ボール投げ」解
消のためのACPの活用

共感的なかか
わり合いによ
る人間関係づ
くり

○学校運営に積極的に参画する職員
○主任を中心とした月1回の部会を活用し，校
務を円滑に
遂行
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○学習規律の徹底
○「問い」と「対話」を取り入れ，児童が主体的
に学ぶ単元構成・単元開発
○ＩＣＴ機器の効果的な活用と選択

1/2教
科

平均８０％ 88%

c　中期経
営　　目標

ｄ　短期経営
目標

ｅ　目標達成のための具体的方策 　ｆ　評価項目

91% 113%

○全国学力学習状況調査の結果，全国平均以
上

ｋ
結果と課題の分析

ｉ
達成度目標値

B

２/２教科

○児童アンケート
「授業はよく分かる」
「授業は最後まで考えている」
「自分の考えを書いている」
「ペアやグループで自分の考えを話している」
「友達と自分の考えを比べて考えている」

m
コメント

A

・全体的に目標が達成できている。立てた目標
がちょうどよかったのではないかと思う。
・児童会を活用し、主体的にきまりを守ろうとす
る意識を醸成している。
・スマイル班活動がよい。

12月に行った教職員、児童アンケートでは全て目標値を上
回った。
これは、教職員の意識が高まったのと、児童会の取り組み
や高学年の規範意識の向上が学校全体によい空気を送り
込んでいることに起因していると考える。
また、年末に児童が主体となって決まりの見直しを行ったこ
とにより、「自分たちで決めたことは自分たちで守る」という
意識が向上していることも要因として考えられる。

全国学力学習状況調査や学力調査に向けて、茶レンジタイムや
茶ンスタイムの時間を使い、計画表に基づいて練習問題等の取
組を進めることができた。
２学期の単元末テストの結果、平均85点以上だった学級・教科は
15/22教科（68%）だった。成果としては、日々の授業の中で、定着
を図るための練習問題の時間を確実に取り入れることができたこ
とや、単元に入る前にテストの内容を確認し、児童がつまずきそう
な問題を授業の中で取り扱ったことなどが挙げられる。しかし、学
年間で点数に差が見られたので、単元末テストに向けての取組を
再度共有していく必要がある。

・全国学力学習状況調査や学力調査に向けて、計画
表に基づいて練習問題等の取組を続けていく。
・単元末テストについては、成果があった取組を共有
し、今後の学習に生かす。また、学年間でテストに向
けての取組を話し合い、月に１回程度確認をする。

・学習の準備物が揃っていないというのは、授
業がおもしろくなくなると思うので、しっかりと知
らせてそろえるようにするとよい。
・どの学年も学級も素晴らしかった。頑張ってい
る姿が見られた。普段からの取組なのだと思
う。
・問いと対話の設定がよい。アウトプットをするこ
とが大切。将来のプレゼン能力につながる。沼
田東は密に話せる関係性があるところがよい。

・学力の定着では、成果のあった取組を教えて
ほしい。テストから逆算して、単元設計をしてい
る。
・算数は連続性の教科。基礎だけは付けさせて
ほしい。

ｊ
評価
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改善方策


